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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

校内 研修 の 充実 のた め に、「 ワー クシ ョッ プ 」「 リ フレ クシ ョン 」など さま ざ まな 発想 の 導入 が試 み

られ てき た 。し かし 、 それ らも 、 教師 が子 ど もの 学習 を 客観 的視 点 から 眺め る 立ち 位置 の まま では 、

子ど もの 学 習を 操作 可 能な 対象 と して 捉え る 枠組 みか ら 脱せ られ ず 、学習 者 主 体の 学習 の 実現 が難 し

い。む しろ 、ここ での 問題 は、教 師自 らの 学 び手 とし て の感 覚と 子 ども たち を 対象 とし た 授業 づく り

とが 分離 し てい る点 に ある と考 え られ る 。そ こで 本研 究 では 、教師 の「学 び手 感覚 」を活 性化 して 授

業に つい て 考え る検 討 会の あり 方 を、 実践 的 な取 り組 み を通 して 探 究す るこ と を目 的と し た。  

実践 的な 取 り組 みは 次 の２ つに 分 かれ る。  

１つ は 、教 職大 学院 生 によ る「対 話型 模擬 授 業検 討会 」の学 外で の コラ ボ企 画 であ る 。対 話型 模擬

授業 検討 会 は、そ の模 擬授 業に お いて 学習 者 役（あ るい は授 業者 役 ）とし てど う頭 を働 か せた り感 じ

たり した か に注 目し 、それ をフ ラ ット な関 係 で対 話す る こと で、授 業に つい て の本 質的 な 問い を浮 か

びあ がら せ てい く、検 討会 のス タ イル であ る 。院 生ら が 他大 学や 学 会の 企画 で これ の実 演 を行 った り 、

この 発想 を 取り 入れ た 授業 検討 会 を実 際の 学 校で 実施 し たり して 、学校 の校 内 研修 での 応 用可 能性 を

探っ た。

もう １つ は 、京都 府 八 幡市 立美 濃 山小 学校 に おけ る取 り 組み であ る 。同校 で は 、事前 検 討 会や 事後

検討 会に お いて 学習 者 に「な って みる」スタ イル を取 り 入れ て、授 業で の演 劇 的手 法の 活 用に 取り 組

む校 内研 究 を進 めて き た 。例 えば 、事後 検討 会の 場合 、授業 で子 ど もた ちが 行 って いた 活 動を 、参観

して いた 教 師ら も追 体 験す るこ と で、授業 中 の出 来事 を 共感 的に 捉 え、検討 を 行っ てい く とい うも の

であ る。 こ の校 内研 究 の推 進に 協 力し 、ま た 、関 係者 へ のイ ンタ ビ ュー 調査 を 行っ た。  

これ らを 通 して 、教 師 が、「 教え る人 」と し ての 役割 か らい った ん 離れ て学 習 活動 の体 験 を行 うこ

とで 、「学 び手 感覚 」 の活 性化 を 図れ るこ と 、ま たそ れ が、 授業 の 考案 にお け る創 造性 の 発揮 や、 教

師同 士の フ ラッ トな 関 係性 の構 築 に寄 与す る こと を、 示 すこ とが で きた 。  

【研究成果発表方法】 

研究成果の一部を、日本教師教育学会での大会校企画の報告書『「対話型模擬授業検討会」

の実演とそれをめぐって』（2019 年 2 月）にまとめて発表した。 
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